
ファミリーマート　月次営業報告（2020年7月）

■営業実績　（国内；単体ベース）

全店

※ 既存店前年比は、カード・チケットの影響を除いた数値です。

■店舗数

当月 海外AFC計

出店 19

閉店 13

純増減 6

月末店舗数 15,702 8,096

■AFC別月末店舗数

沖縄 南九州

327 391

85

2020年8月11日

国内外合計
国内計
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89.7

16

年度累計

101

206 924

前年比（%）

JR九州R

89.2

83.8

106.4

マスクの売上が牽引し前年実績をクリアした。

既存店

売上高

客単価

客数

日商

15,702 16,626 24,722

国内AFC計
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当月の総括
全国的に梅雨明けが遅れ、記録的な大雨によりアイスクリームや冷やし麺などの夏型商材
低迷の影響を受けた一方で、総菜や日配、デザートは引き続き好調を維持しており、客単
価は前年を上回った。
コロナ禍による夏休み期間の変更、旅行や全国的なイベントの中止等により自宅で過ごさ
れるお客様に、少しでも楽しく過ごして頂けるように手作りデザート、プレミアムアイス
クリーム、家飲み用のお酒等の品揃えを拡充。
また、7/28からはじまった夏フェスタは好調に維持しており8月の梅雨明けに向けて更なる
売上伸長を見込む。

【手作りデザート】
人気のスフレプリンシリーズ、窯出しとろけるプリン等が引き続き
好調であり前年を超えて推移した。

【冷凍食品】 簡易調理可能な冷凍麺類や冷凍総菜などが好調に推移した。

【日用品】

株式会社ファミリーマート 



株式会社ファミリーマート　月次営業実績の推移[2020年度]

■営業実績（国内；単体）

20/3 20/4 20/5 20/6 20/7 20/8 20/9 20/10 20/11 20/12 21/1 21/2

日商 92.4 85.2 89.0 91.8 89.2

客数 89.9 77.8 80.1 85.3 83.8

客単価 102.5 109.3 111.2 107.8 106.4

※既存店前年比は、カード・チケットの影響を除いた数値です。

20/3 20/4 20/5 20/6 20/7 20/8 20/9 20/10 20/11 20/12 21/1 21/2

92.5 84.8 86.2 91.7 89.7

■店舗数

20/3 20/4 20/5 20/6 20/7 20/8 20/9 20/10 20/11 20/12 21/1 21/2 合計

出店 11 32 21 18 19 101

閉店 24 20 17 11 13 85

純増減 △ 13 12 4 7 6 16

月末店舗数 15,673 15,685 15,689 15,696 15,702 15,702

20/3 20/4 20/5 20/6 20/7 20/8 20/9 20/10 20/11 20/12 21/1 21/2

ファミリーマート
（プロパー）

15,673 15,685 15,689 15,696 15,702

国内AFC 924 925 924 922 924

国内計 16,597 16,610 16,613 16,618 16,626

海外AFC 7,977 8,008 8,032 8,081 8,096

国内外計 24,574 24,618 24,645 24,699 24,722

・国内AFC内訳

20/3 20/4 20/5 20/6 20/7 20/8 20/9 20/10 20/11 20/12 21/1 21/2

沖縄 326 327 327 326 327

南九州 393 393 391 389 391

ＪＲ九州リテール 205 205 206 207 206

国内AFC計 924 925 924 922 924

前年比（%）

既存店

前年比（%）

チェーン全店売上高
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